第1回　医療安全を学ぶ意義
テーマ
医療安全を学ぶ意義

目的
医療安全の基本概念と医療事故が社会に与える影響を理解し、看護職として安全な医療を提供することの重要性を認識することを目的とする。

目標
(1)医療安全の基本的な意味を理解し説明できる。
(2)医療事故が患者・家族・医療者および社会に与える影響を理解できる。
(3)看護職に求められる安全意識について考えることができる。

授業構成（90分）
	時間配分
	内容
	指導方法

	10分
	授業の導入。授業のテーマと目的を説明する。医療事故のニュースや事例に触れ、医療安全が社会的に重要なテーマであることを提示する。
	講義

	20分
	医療安全の基本概念を説明する。医療安全とは何か、安全な医療を提供するために必要な視点について解説する。
	講義

	20分
	医療事故が患者・家族・医療者・医療機関に与える影響について説明する。事故が社会問題として扱われる背景について整理する。
	講義

	20分
	医療の高度化、多職種連携、患者の権利意識の変化など、医療安全が求められる社会的背景について説明する。
	講義

	15分
	看護職に求められる安全意識について考える。安全な看護実践とは何かを学生に問い、意見を共有する。
	講義＋ディスカッション

	5分
	本科目全体の学習内容を説明し、今後の授業とのつながりを整理する。
	講義
















医療安全　1回　医療安全を学ぶ意義

1．医療安全とは何か
（1）医療安全の定義
医療安全とは、患者に安全な医療を提供するために、医療事故や医療過誤を未然に防ぎ、安全な医療環境を整える取り組みである。
医療の目的は患者の健康の回復や維持である。しかし、医療行為には一定のリスクが伴うため、事故やエラーが起こる可能性がある。そのため、事故を防ぐための取り組みとして医療安全が重要となる。

（2）医療現場におけるリスク
医療現場では、さまざまな医療行為が日常的に行われている。例えば次のような行為である。
・診療
・検査
・薬剤投与
・点滴管理
・医療機器の操作
・看護ケア（清潔ケア、移動介助など）
これらの医療行為は患者の治療や回復のために行われるものであるが、状況によっては事故につながる可能性もある。
例えば次のような事故が起こる可能性がある。
・薬剤の種類や量を間違える
・患者を取り違える
・点滴速度を誤る
・患者が転倒・転落する
このように医療現場では、常に事故やエラーが起こる可能性が存在している。

（3）医療安全におけるチーム医療の重要性
医療安全は、特定の職種だけの責任ではない。医療現場では、多くの職種が連携して患者のケアを行っている。
医療に関わる主な職種には次のようなものがある。
・医師
・看護師
・薬剤師
・臨床検査技師
・診療放射線技師
・理学療法士、作業療法士
・医療事務など
これらの職種がそれぞれの専門性を活かしながら、安全を意識して行動することが重要である。
医療安全は、医療に関わるすべての職種が協力して取り組むべき重要な課題である。

2．医療事故とは
（1）医療事故の定義
医療事故とは、医療に関わる過程の中で患者に何らかの不利益が生じた事象を指す。
医療事故には、医療者のミスによって発生するものだけでなく、適切に医療行為が行われた場合でも、結果として患者に有害な影響が生じる場合も含まれる。
そのため、医療事故は単純に「医療者のミス」として捉えるだけではなく、医療の過程全体の中で発生する問題として理解することが重要である。

（2）医療事故の具体例
医療現場では、さまざまな場面で医療事故が発生する可能性がある。代表的な例として次のようなものがある。
・薬剤投与の誤り（薬剤の種類、量、投与方法の間違い）
・患者の取り違え
・転倒・転落
・医療機器の操作ミス
・処置や検査に伴う事故
これらの事故は、日常的な医療業務の中で起こる可能性がある。

（3）医療事故が患者に与える影響
医療事故は患者の健康や生命に大きな影響を与える可能性がある。
例えば次のような影響が考えられる。
・患者の症状の悪化
・新たな健康被害の発生
・治療期間の延長
・重篤な場合には生命に関わる危険
そのため医療従事者は、事故が起こる可能性を常に意識し、安全な医療を提供するための行動をとることが求められる。

3．医療事故が与える影響
医療事故は患者だけでなく、患者の家族、医療者、医療機関など多くの人に影響を与える。医療事故の影響を理解することは、医療安全の重要性を認識するうえで重要である。
（1）患者・家族への影響
医療事故は、患者や家族に大きな影響を与える。
主な影響には次のようなものがある。
・身体的被害（症状の悪化、後遺症の発生など）
・精神的苦痛や不安
・医療に対する不信感
場合によっては、患者や家族の生活や人生に大きな影響を及ぼすこともある。


（2）医療者への影響
医療事故は医療者にも大きな影響を与える。
例えば次のような影響がある。
・精神的負担や強いストレス
・自責感や罪悪感
・専門職としての自信の低下
医療事故を経験した医療者が心理的な影響を受けることは少なくない。

（3）医療機関への影響
医療事故は医療機関全体にも影響を及ぼす。
主な影響として次のようなものがある。
・社会的信頼の低下
・医療訴訟の発生
・医療機関の評価への影響
医療事故は個人だけの問題ではなく、組織全体の問題として捉える必要がある。

4．医療安全が求められる背景
近年、医療安全の重要性はますます高まっている。その背景には、医療を取り巻く環境の変化がある。ここでは主な要因について整理する。
（1）医療の高度化・複雑化
近年、医療技術や医療機器は大きく発展している。新しい治療法や医療機器が導入されることで、これまで治療が難しかった病気にも対応できるようになっている。
しかしその一方で、医療はより高度で複雑なものとなっている。医療機器の操作や薬剤管理などの医療行為が複雑になることで、医療行為に伴うリスクも高まっている。
そのため、安全に医療を提供するための取り組みとして医療安全の重要性が高まっている。

（2）多職種連携の拡大
医療は医師だけで行われるものではなく、多くの専門職が関わるチーム医療である。
医療に関わる主な職種には次のようなものがある。
・医師
・看護師
・薬剤師
・臨床検査技師
・診療放射線技師
・理学療法士、作業療法士
・医療ソーシャルワーカーなど
これらの職種が連携して医療を提供することで、患者によりよい医療を提供することができる。しかし、情報共有やコミュニケーションが不足すると事故につながる可能性がある。
そのため、チーム医療の中で安全に連携することが重要である。

（3）患者の権利意識の高まり
近年、患者の権利に対する意識が高まっている。患者は医療の内容を理解し、納得したうえで医療を受ける権利を持っている。
また患者は、安全で質の高い医療を受ける権利を持っている。
そのため医療者には次のような責任が求められる。
・医療内容について分かりやすく説明すること
・患者と情報を共有すること
・安全な医療を提供すること
このような背景から、医療安全は医療において重要な課題となっている。

5．看護職に求められる安全意識
看護師は患者の最も近くでケアを行う職種であり、日常的に患者の状態を観察しながら看護を実践している。そのため、医療安全において重要な役割を担っている。
看護職が安全を意識して行動することは、患者の安全を守るうえで非常に重要である。
（1）患者の状態変化を早期に発見する
看護師は患者と関わる時間が長く、患者の状態を継続的に観察する立場にある。
そのため、患者の小さな変化に気づくことが重要である。
例えば次のような変化である。
・バイタルサインの変化
・意識レベルの変化
・疼痛の増強
・呼吸状態の変化
これらの変化を早期に発見し、医師や医療チームに報告することが、事故や重症化の予防につながる。

（2）事故につながるリスクに気づく
医療現場では、さまざまな場面に事故につながるリスクが存在している。
例えば次のようなリスクである。
・患者誤認の可能性
・薬剤投与の間違い
・点滴管理のミス
・転倒・転落の危険
看護師は、これらのリスクに気づき、事故が起こらないように予防する視点を持つことが重要である。

（3）安全な看護行動とチームでの連携
医療安全を確保するためには、安全な看護行動を実践することが必要である。
例えば次のような行動である。
・患者確認を確実に行う
・薬剤投与時の確認を徹底する
・分からないことは確認する
・必要な情報を医療チームと共有する
医療はチームで行われるため、看護師が他職種と連携しながら安全な医療を提供することが重要である。

6．医療安全を学ぶ意義
医療安全を学ぶことは、将来看護師として医療現場で働くうえで非常に重要である。
医療安全について理解を深めることで、安全な医療を提供するための視点や行動を身につけることができる。
（1）医療事故を未然に防ぐ視点を身につける
医療現場では、さまざまな場面で事故が起こる可能性がある。そのため、事故が起こってから対応するのではなく、事故を未然に防ぐ視点を持つことが重要である。
医療安全を学ぶことで、次のような視点を身につけることができる。
・事故につながるリスクに気づく力
・安全を意識した行動
・事故を予防するための考え方
このような視点を持つことが、医療事故の予防につながる。

（2）安全な看護行動を理解する
看護師は、患者に直接ケアを提供する職種である。そのため、日常的な看護行動が医療安全に大きく関わっている。
医療安全を学ぶことで、次のような安全な看護行動を理解することができる。
・患者確認を確実に行う
・薬剤投与時の確認を徹底する
・異常や疑問を感じた場合は確認する
これらの行動は、患者の安全を守るうえで重要である。

（3）医療チームの一員として安全に関わる力を身につける
医療は、医師、看護師、薬剤師など多くの職種が協力して行うチーム医療である。そのため、安全な医療を提供するためには、医療職同士の連携が重要である。
看護師は医療チームの一員として、次のような行動が求められる。
・必要な情報を医療チームと共有する
・報告・連絡・相談を適切に行う
・チームで患者の安全を守る意識を持つ









復習ワーク　第1回　医療安全を学ぶ意義

次の問いに答えなさい。
問1
医療安全の目的として最も適切なものはどれか。
1．医療費を削減するため
2．患者に安全な医療を提供するため
3．医療者の業務量を減らすため
4．医療機関の利益を増やすため

問2
医療事故の説明として最も適切なものはどれか。
1．医療者のミスによって起こる事故のみを指す
2．患者が自分で起こした事故のみを指す
3．医療に関わる過程の中で患者に不利益が生じた事象を指す
4．医療機関内で起きた転倒事故のみを指す

問3
医療事故が患者・家族に与える影響として適切でないものはどれか。
1．身体的被害
2．精神的苦痛
3．医療への不信感
4．医療技術の向上

問4
医療安全が求められる背景として適切でないものはどれか。
1．医療の高度化
2．多職種連携の拡大
3．患者の権利意識の高まり
4．患者数の減少

問5
看護職に求められる安全意識として適切なものはどれか。
1．患者の状態変化に気づいた場合でも様子を見る
2．分からないことがあっても自己判断で対応する
3．患者の状態変化を早期に発見し報告する
4．医療チームに情報を伝えない

問6
医療安全を学ぶ意義として最も適切なものはどれか。
1．医療事故を完全にゼロにするため
2．医療事故を未然に防ぐ視点を身につけるため
3．医療者の責任を回避するため
4．医療機関の評価を上げるため

解答
問12
問23
問34
問44
問53
問62




























事例演習　第1回　医療安全を学ぶ意義

事例
Aさん（78歳、男性）は肺炎で入院している。歩行は可能であるが、発熱と倦怠感があり、体力が低下している状態である。
ある日、夜間にトイレへ行こうとしてベッドから立ち上がった際、ふらついて転倒してしまった。幸い大きなけがはなかったが、Aさんは「一人で行けると思った」と話していた。
翌日、看護師はAさんのカルテを確認したところ、転倒リスクが高いことが記録されていた。また、Aさんには「トイレに行くときはナースコールを押してください」と説明していたが、Aさんは遠慮してナースコールを押さなかったという。

設問
問1
この事例はどのような医療事故に該当するか。

問2
この事故によって患者にどのような影響が生じる可能性があるか。2つ挙げなさい。

問3
この事故は看護師個人だけの問題ではなく、医療安全の視点で考える必要がある。
その理由を説明しなさい。

問4
このような事故を防ぐために、看護師はどのような安全行動をとることが重要か。2つ挙げなさい。

問5
この事例から、看護師に求められる安全意識についてどのようなことが言えるか。自分の考えを書きなさい。

解答例
問1
患者の転倒・転落事故

問2
例
・骨折などの身体的被害
・症状の悪化
・患者の不安や恐怖
・入院期間の延長

問3
医療事故は、患者の状態、環境、説明方法、組織の体制などさまざまな要因が関係して発生する可能性があるため、個人の問題としてではなく医療安全の視点で考える必要がある。

問4
例
・患者の転倒リスクを把握する
・ナースコールの使用を分かりやすく説明する
・トイレ介助の必要性を確認する
・患者の状態を観察する

問5（例）
看護師は患者の安全を守るために、患者の状態やリスクを把握し、事故が起こらないように予防する意識を持つことが重要である。また、患者と十分にコミュニケーションを取り、安全に行動できるよう支援することが必要である。

